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新
学
長
の
誕
生
！

平
成
26
年
3
月
31
日
、
学
長

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
学
長
候

補
者
の
選
挙
が
昨
年
11
月
21

日
、
全
学
教
授
会
（
臨
時
）
に

て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

川
合
貞
子
教
授
を
学
長
候
補
者

と
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
て
、

11
月
26
日
の
理
事
会
で
審
議
さ

れ
、
同
日
の
評
議
員
会
を
経
た

上
で
理
事
会（
臨
時
）に
お
い
て

学
長
に
任
命
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。（
任
期
は
、平
成
26
年
4

月
1
日
～
29
年
3
月
31
日
迄
）

第
12
代
学
長
に
就
任
さ
れ
た

川
合
先
生
は
、
歴
代
学
長
の
三

木
テ
イ
先
生
（
昭
和
50
～
56
年

在
任
）
以
来
33
年
振
り
、ま
た
、

昭
和
24
年
開
設
の
新
制
大
学

（
現
在
の
東
京
家
政
大
学
）の
卒

業
生
第
1
号
と
な
る
女
性
の
学

長
が
誕
生
し
た
。

今
回
、
学
生
記
者
よ
り
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
見
た
大
学
教

育
に
つ
い
て

大
学
は
専
門
性
を
深
め
る
と

同
時
に
、
人
格
の
涵か
ん

養よ
う

の
場
で

す
。
将
来
、
自
立
し
た
社
会
人

と
し
て
生
活
す
る
た
め
の
、
多

様
な
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
女
性
の
活

躍
が
目
立
ち
ま
す
が
、
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
女
性
が
活
躍
出
来
る
社
会

の
仕
組
み
が
次
第
に
整
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。男
女
の
区
別
な
く
、各
々

の
持
て
る
能
力
が
適
切
に
発
揮

さ
れ
る
こ
と
は
、
社
会
に
と
っ

て
有
効
な
こ
と
で
す
。
子
育
て

を
含
め
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ

ラ
ン
ス
が
取
り
や
す
い
支
援
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

新
し
い
女
性
像
と
は

目
標
と
向
上
心
を
持
っ
て
努

力
す
る
人
は
、
い
つ
の
時
代
も

求
め
ら
れ
る
女
性
像
の
ひ
と
つ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

加
え
て
、
時
代
を
創
造
す
る
気

持
ち
を
持
っ
て
、
困
難
が
あ
っ

て
も
安
易
に
あ
き
ら
め
ず
、
柔

軟
な
感
性
を
持
ち
、
人
（
世
界

の
人
々
も
含
め
て
）
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
積
極

的
に
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
で

し
ょ
う
か
。

本
学
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に

つ
い
て

本
学
の
建
学
の
精
神
「
自
主

自
律
」
と
生
活
信
条
「
愛
情
・

勤
勉
・
聡
明
」
に
基
づ
い
た
教

育
の
方
向
性
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。本

年
度
、
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス

に
開
設
し
た
看
護
学
部
、
子
ど

も
学
部
の
安
定
的
発
展
を
図
る

こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。
ま

た
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン

タ
ー
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
中
心
に
地
域
と
の
連
携
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
狭

山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
保
育
所
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
設
さ
れ
、
地

域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
と
共
に

地
域
連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な

参
加
が
促
さ
れ
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
最
新
の
知
識
・
技

術
・
情
報
を
提
供
で
き
る
、
再

渡
邉
辰
五
郎
賞　
　
　

相
良
多
喜
子
氏
は
、卒
業
後
、

病
院
・
商
社
の
栄
養
士
、
管
理

栄
養
士
を
経
て
、
金
沢
学
院
短

期
大
学
に
お
い
て
、
栄
養
士
・

管
理
栄
養
士
の
育
成
及
び
学
生

指
導
、
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
尽
力
。
そ
の
後
、
石
川
県

の
行
政
・
栄
養
士
会
を
通
し
て

地
方
で
の
東
京
家
政
大
学
の
存

在
を
北
陸
地
方
に
大
い
に
広
め

た
。
２
０
０
８
年
・
２
０
１
３

年
に
は
科
学
研
究
費
（
基
盤
Ｃ

代
表
者
）
に
採
択
さ
れ
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
は
、

関
西
福
祉
科
学
大
学
で
管
理
栄

養
士
の
育
成
に
努
め
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
栄
養
改
善

学
会
評
議
員
、
日
本
給
食
経
営

管
理
学
会
評
議
員
等
を
務
め
て

い
る
。
ま
た
、
２
０
０
２
年
に

社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施

設
協
会
会
長
表
彰
、
２
０
０
２

年
、
２
０
０
３
年
に
石
川
県
知

事
表
彰
、
２
０
０
３
年
に
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

岩
瀬
香
奈
子
氏
は
、卒
業
後
、

一
般
企
業
の
人
材
派
遣
会
社
勤

務
を
経
て
、
英
国
大
学
院
に
留

学
、M

aster�of�Science

を
取

得
。
帰
国
後
、
２
０
０
９
年
、

母
国
を
逃
れ
て
日
本
に
来
た
難

民
が
、
自
身
で
生
計
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の

技
術
を
教
え
、
ネ
イ
リ
ス
ト
と

し
て
雇
用
す
る
事
業
、
ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
「（
株
）
ア
ル
ー
シ
ャ
」

を
起
業
。
現
在
は
、
英
会
話
ス

ク
ー
ル
の
経
営
の
他
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
な
ど
、
活
動
の
場
を
広
げ
て

い
る
。

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

山
﨑
歌
織
氏
は
卒
業
後
、
高

等
学
校
、
専
門
学
校
の
講
師
を

経
て
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学

に
お
い
て
、
学
生
の
栄
養
士
・

栄
養
教
諭
の
育
成
の
他
、
地
域

の
栄
養
教
育
の
指
導
に
努
め
て

い
る
。
２
０
０
９
年
に
は
鹿
児

島
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究

科
水
産
資
源
科
学
専
攻
博
士
号

（
水
産
学
）を
取
得
。
２
０
１
１

年
よ
り
鹿
児
島
市
新
産
業
創
出

研
究
会
委
員
を
務
め
、さ
ら
に
、

鹿
児
島
特
産
の
鰹
の
味
噌
漬
け

の
調
理
科
学
的
研
究
に
も
真
摯

に
精
進
し
た
成
果
が
認
め
ら

れ
、
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
。

学
修
の
場
と
し
て
の
大
学
の
役

割
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

川
合
先
生
の
学
生
時
代
に
つ
い

て
私
の
学
生
時
代
は
学
生
数
が

少
な
く
、
先
生
方
と
ご
一
緒
に

昼
食
を
と
っ
た
り
、
そ
の
時
に

コ
ー
ラ
ス
を
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
児
童
学

科
で
し
た
の
で
、
幼
稚
園
や
保

育
所
、
病
院
で
の
看
護
実
習
な

ど
実
習
を
楽
し
く
も
緊
張
し
て

行
っ
て
い
た
こ
と
、
先
生
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
み
ん
な
で
考

え
た
り
、
教
室
や
校
庭
な
ど
の

お
掃
除
（
そ
の
頃
は
学
生
が
実

施
）
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
社
会
は
経

済
成
長
期
で
、
学
生
運
動
も
ま

だ
あ
り
ま
し
た
が
、
穏
や
か
で

豊
か
な
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま

し
た
。
同
級
生
の
み
な
さ
ん
と

は
、
今
も
ク
ラ
ス
会
を
し
て
お

会
い
し
て
い
ま
す
。

家
政
大
学
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

何
で
す
か

多
く
の
学
生
が
目
的
意
識
を

持
ち
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
、
ま
た
、
明
る
く
穏
や
か
な

中
に
、
前
進
す
る
歩
み
を
止
め

な
い
校
風
で
す
。

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

女
子
大
学
の
特
性
と
し
て
、

性
役
割
の
意
識
を
持
た
ず
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

経
験
の
幅
の
広
さ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
専
門
性
の
高
い
授
業
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
間
性
を

培
う
基
盤
と
な
る
共
通
教
育
や

本
学
は
、
平
成
23
年
度
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
近
代
の
黎
明
期
で
あ
る
明
治
時
代
の
偉
大
な
る
教
育
家
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
渡
邉
辰
五
郎
の
偉
業
を
讃
え
、
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
「
渡
邉
辰
五
郎
賞
」
を

創
設
致
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
応
募
者
の
中
か
ら
、
渡
邉
辰
五
郎

賞
選
考
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
相
良
多
喜
子
氏

（
さ
が
ら�

た
き
こ�

１
９
７
０
年
管
理
栄
養
士
専
攻
卒
）
に
渡
邉
辰

五
郎
賞
、
岩
瀬
香
奈
子
氏
（
い
わ
せ�

か
な
こ�

１
９
９
８
年�

英
語

英
文
学
科
卒
）　

と
山
﨑
歌
織
氏
（
や
ま
ざ
き�

か
お
り�

１
９
９
４

年
栄
養
学
科
卒
、１
９
９
６
年
大
学
院�

家
政
学
研
究
科
修
了
）
に

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

��

贈
賞
式
・
記
念
講
演
会
が
、
５
月
１
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

渡
邉
辰
五
郎
賞
に
輝
い
た
相
良
氏
に
は
表
彰
状
及
び
記
念
メ
ダ
ル

と
副
賞
30
万
円
が
、
岩
瀬
氏
、
山
﨑
氏
に
は
、
表
彰
状
及
び
記
念

メ
ダ
ル
と
副
賞
10
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
記
念
メ
ダ
ル
は
、
造

形
表
現
学
科�

押
元
信
幸
准
教
授
の
制
作
企
画
。（
真
鍮
製
銀
色　

辰
五
郎
賞
80
㎜
、
奨
励
賞
60
㎜
）

◦33年振り、女性学長の誕生
　　新学長インタビュー 川合 貞子学長… １面
◦第3回決定 渡邉辰五郎賞・渡邉辰五郎奨励賞 
　　─長年にわたる社会貢献と活躍を顕彰─ …１面
◦狭山キャンパスに看護学部・子ども学部開学 …２面
◦平成25年度公認サークル学長表彰…… ２面
◦農林水産省主催
　　「ジャパン・フード・フェスタ2013」に出展… ３面
◦地域と大学の連携　─入間市4Hクラブ・
　　武蔵野農業推進協議会との事業参画 ─ … ３面
◦渡辺学園の奨学金について…………… ４面

主
な
内
容

相良�多喜子�氏

岩瀬�香奈子�氏

山﨑�歌織�氏

サ
ー
ク
ル
活
動
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
多

様
な
場
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
豊
か
な
環
境
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
自
分
で
課
題
を
見

つ
け
、
考
え
、
行
動
し
、
そ
の

経
験
を
通
し
て
成
長
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

教
職
員
、
先
輩
、
友
人
、
い
ろ

い
ろ
な
方
と
の
出
会
い
と
関
わ

り
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【略　歴】
昭和42年3月　家政学部児童学科卒業　
昭和45年3月　日本女子大学大学院家政学研究科
　　　　　　 児童学専攻修了（家政学修士）
昭和44年4月　本学園勤務
学園理事、学園評議員、家政学部長、児童学科長、
生涯学習センター副所長等を歴任
平成26年4月1日　学長就任

　　　�学長就任に当たり、終始笑顔で優しく、
意気込みを語る川合貞子学長（中央）�　　　

大4管士（当時）左から石岡まどかさん、大熊はるなさん

ຊֶにண೚౰࣌
઒߹ఃࢠɹֶ௕

��
年
振
り
、女
性
学
長
の
誕
生

��
年
振
り
、女
性
学
長
の
誕
生

研
究
・
教
育
・
地
域
の
３
本
柱
、
連
携
強
化

　
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
社
会
に
還
元
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

『
人
間
教
育
』
を
重
視
！

│
新
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
│

ʹࢯ⃻Վ৫ࢁɺࢯࢠ੉߳ಸؠ

౉ᬒୢޒ࿠঑ྭ৆
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ᴷ長年ʹΘͨΔࣾձݙߩͱ׆༂Λݦ彰ᴷ
第３回
決 定

渡邉辰五郎賞は、本学の建学の精神
である「自主自律」に相応しく社会
での長年の活躍が評価され、貴重な
貢献をした卒業生を称えるもので
す。また、渡邉辰五郎奨励賞は、社
会での活躍が著しく、今後の活躍が
期待され、本学の栄誉を担う卒業生
を称えるものです。
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平
成
26
年
４
月
狭
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
新
し
く
看
護
学
部
と
子

ど
も
学
部
が
開
学
さ
れ
ま
す
。

平
成
21
年
に
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

に
文
学
部
が
移
動
し
て
か
ら
、

緑
豊
か
な
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

ふ
さ
わ
し
い
利
用
が
望
ま
れ
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
狭
山
キ
ャ
ン
パ

ス
始
動
ふ
た
た
び
と
な
り
ま

す
。
看
護
学
部
看
護
学
科
で
は

看
護
師
に
加
え
保
健
師
や
助
産

師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
取
得

も
可
能
で
、
子
ど
も
学
部
子
ど

も
支
援
学
科
は
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
に
加
え
特
別
支
援

学
校
教
諭
の
免
許
状
の
取
得
も

可
能
で
す
。
共
に
人
と
向
き
合

い
そ
の
健
康
や
成
長
等
に
関
わ

る
学
問
で
、
そ
の
こ
と
が
自
分

自
身
を
も
成
長
さ
せ
る
こ
と
に

繋
が
る
学
部
学
科
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
学
生
達
に
と
っ
て

は
こ
の
恵
ま
れ
た
狭
山
環
境
が

必
ず
後
押
し
を
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

も
う
ひ
と
つ
素
晴
ら
し
い
施
設

が
４
月
に
誕
生
し
ま
す
。
認
可

保
育
所
で
「
東
京
家
政
大
学
か

せ
い
森
の
お
う
ち
」
で
す
。
０

歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
60
名
の

お
子
さ
ん
を
預
か
り
、
こ
の
緑

豊
か
な
保
育
環
境
で
地
域
に
密

着
し
た
形
で
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
生
き
る
力
を
育
み
成
長
を

見
つ
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
上
、
７
月
に
は
「
か
せ

い
森
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
設

予
定
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
食
堂
を
取
り

壊
し
、新
た
に
３
階
建
て
の「
狭

山
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
か
せ
い
の

森
」（
総
面
積
２
、
５
１
６
㎡
）

を
建
築
し
、
１
階
部
分
を
学
生

食
堂
（
２
４
５
席
、
テ
ラ
ス
屋

外
１
０
０
席
）、２
階
部
分
は
板

橋
学
生
も
利
用
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
室
（
２
０
０
名
収
容
可

能
）、3
階
部
分
は
学
寮
（
42
名

収
容
）
で
看
護
学
部
生
と
子
ど

も
学
部
生
が
入
寮
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
既
存

施
設
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学

科
、保
育
所
が
機
能
的
に
教
育
・

活
動
等
が
で
き
る
よ
う
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
狭
山
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
新
し
い
学
部
学
科
、
保

育
所
、
そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
等
に
生
ま
れ
変
わ
り
前
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

江
戸
東
京
野
菜
は
、
東
京
の

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
、
30
品

目
が
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
２
０
１
２
年

８
月
現
在
）。そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜

に
、
歴
史
的
背
景
や
物
語
が
あ

る
の
が
魅
力
で
、
育
て
る
の
は

難
し
い
も
の
の
、
野
菜
本
来
の

深
い
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

東
京
家
政
大
学
周
辺
は
、
江

戸
時
代
に
は
野
菜
の
一
大
産
地

で
、「
滝
野
川
ご
ぼ
う
」
や
「
滝

野
川
か
ぶ
」、「
滝
野
川
に
ん
じ

児
童
音
楽
研
究
会
た
ん
ぽ
ぽ

で
す
。
子
ど
も
達
を
対
象
に
歌

や
手
遊
び
等
を
発
表
す
る
活
動

を
実
施
。
毎
年
、
緑
苑
祭
で
は

子
ど
も
向
け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

12
月
に
は
童
謡
発
表
会
を
行

い
、
多
く
の
子
ど
も
達
や
保
護

者
に
来
て
頂
い
て
い
ま
す
。
練

習
が
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
出
会

え
た
時
は
と
て
も
幸
せ
で
す
！

ま
た
、
児
童
館
や
保
育
園
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
か
ら

依
頼
を
受
け
て
の
発
表
も
し
て

い
ま
す
。
学
年
、
専
攻
の
枠
を

超
え
て
部
員
の
仲
も
良
く
と
て

も
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

ん
」
な
ど
が
特
産
品
で
し
た
。�

ま
た
、
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

住
所
の
加
賀
は
、
加
賀
藩
の
下

屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
石
川
県
に
も
「
加
賀
野

菜
」
な
ど
固
有
の
伝
統
野
菜
が

あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

本
校
の
「
江
戸
東
京
野
菜
の

会
」
は
、２
０
１
２
年
春
か
ら
、

教
育
・
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ご
協
力
の
も
と
、
そ
し
て
、
Ｊ

Ａ
東
京
あ
お
ば
、
江
戸
東
京
野

菜
協
議
会
、
金
沢
市
の
方
々
か

ら
育
て
方
の
ご
指
導
を
頂
き
、

学
生
有
志
に
よ
り
、
江
戸
東
京

野
菜
や
加
賀
野
菜
を
育
て
て
い

ま
す
。�

平成26年度学生支援課企画 ─ 充実した学生支援行事 ─
教育・学生支援センター学生支援課では、みなさんの学生生活が充実し
たものとなるよう様々な行事を企画しています。

平成26年度学生生活支援行事日程表    
名称 開催時期 開催場所 対象者

1
新入生

オリエンテーション
学内公認サークル

一斉勧誘
平成26年4月7日（月）

多目的ホール
16号館

板橋キャンパス
新入生

2 フレッシュマン
セミナー（導入教育）

平成26年4月10日（木）
平成26年4月11日（金）

板橋キャンパス
各学科・科別

新入生
平成26年4月7日（月）
平成26年4月8日（火）

狭山キャンパス
各学科・科別

3 クラス委員会 平成26年5月9日（金）
12：20〜13：00 三木ホール 全学年

クラス委員

4 テーブルマナー講座 平成26年6月26日（木）
平成26年8月7日（木）

椿 山 荘 
（日本料理）

ホテルオークラ
 （フランス料理） 

全学年
200名
220名

応募者多数の場合抽選

5 教養講座 平成26年11月27日（木）
 平成27年1月16日（金）

ミュージカル
大相撲１月場所

全学年
ミュージカル200名

大相撲　120名 
応募者多数の場合抽選

6 緑苑祭 平成26年10月25日（土）
平成26年10月26日（日） 板橋キャンパス 全学生

7 サークルリーダース
トレーニング 平成27年2月6日（金） 板橋キャンパス サークル部長・副部長等

8 学生支援セミナー

＊ 全学生の学部、学科・科、あるいは学年を超えて学生同士が様々な
情報を交換でき、発信できる学生を支援することを目的に、年間で
実施します。

  ① 楽しく簡単にエコクッキング講座（平成26年5月15日（木）、7月
10日（木）、7月24日（木）全学生対象 （各24名程度募集、申込制・多
数の場合は抽選））東京ガス料理教室 　各3回予定　　 

  ② じぶん発見講座（平成26年9月8日（月）〜9日（火）、学外施設、全
学生対象（35名募集、申込制・多数の場合は抽選））

  ③ 普通救命技能認定講習（平成26年12月4日（木）、平成27年1月15
日（木）（中体育室、全学生対象（各50名募集、申込制・多数の場合
は抽選））  

9 卒業パーティー 平成27年３月
各クラスの卒業
パーティー委員

が決定
卒業学年の全学生 江戸東京野菜の会の活動初日の

メンバーの様子

新アレルギー対応の商品開発試作に奮闘！

大４菅士
高田�茜さんの

デザイン

江戸東京野菜が
７種類入った福神漬

白
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
７
回「
大
学
は
美
味
し
い
！
」

フ
ェ
ア
（
即
売
）
に
参
加

５
月
28
日
～
６
月
３
日
、
新

宿
高
島
屋
で
開
催
の
大
学
発
の

美
味
し
い
も
の
を
紹
介
す
る
第

７
回
「
大
学
は
美
味
し
い
！
」

フ
ェ
ア
に
、
今
年
度
新
商
品
を

持
っ
て
参
加
し
ま
す
。

白
藤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
常
連
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
新
た

な
場
〝
秩
父
〟
で
の
稲
作
を
ス

タ
ー
ト
し
、
心
機
一
転
様
々
な

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
が
米
粉
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
で
す
。

代
表
商
品
で
あ
る
小
麦
・
卵
・

乳
不
使
用
の
「
シ
ュ
ー
ク
レ
ー

プ
」
を
基
本
と
し
て
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
学
ん

だ
事
は
、
こ
の
よ
う
な
洋
菓
子

の
ニ
ー
ズ
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
お
子
様
を
持
つ
親
御
さ
ん
に

非
常
に
高
い
こ
と
で
す
。　

そ
こ
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
洋
菓
子
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
知
る
た
め
、
板
橋
区
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、「
小
麦
・
卵
・
乳
・
そ

し
て
新
た
に
大
豆
不
使
用
」
の

洋
菓
子
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
で
の
販
売
に
向
け

て
、
新
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
商
品

の
試
作
に
奮
闘
中
で
す
。
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
！

第
８
期
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

�

大
３
栄
養　

樋
口
真
彩

私
達
剣
道
部
は
、
週
３
回
の

活
動
で
、
人
数
は
７
人
と
少
な

い
で
す
が
、
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
外
の
先
生
方
の

ご
指
導
の
お
陰
で
、
昨
年
も
た

く
さ
ん
の
大
会
で
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
日
々
の
練
習
の

成
果
が
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
関
東
や
東
京
都
の
大

会
や
板
橋
区
の
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
様
々
な
大

会
で
、
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
時
に
は
厳
し
く
、

ま
た
、
時
に
は
楽
し
く
練
習
を

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

活
動
目
的
は
、
伝
統
野
菜
を

育
て
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、

都
市
農
業
を
応
援
す
る
こ
と
で

す
。
学
生
の
み
で
不
慣
れ
な
農

作
業
を
少
し
ず
つ
学
び
な
が
ら

行
っ
て
い
る
た
め
、
至
ら
な
い

部
分
も
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
い
目

で
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

昨
年
度
は
、
７
種
類
の
江
戸

東
京
野
菜
を
使
い
、
東
京
の
郷

土
漬
物
の
福
神
漬
を
試
作
し
ま

し
た
。
内
外
で
ご
好
評
を
い
た

だ
き
、
今
後
は
東
京
家
政
大
学

名
物
や
東
京
土
産
と
し
て
、
商

品
化
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

�

大
４
管
士
（
当
時
）
佐
竹
未
希

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

看
護
学
部
・
子
ど
も
学
部
開
学

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

看
護
学
部
・
子
ど
も
学
部
開
学

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

看
護
学
部
・
子
ど
も
学
部
開
学

（
平
成
26
年
４
月
１
日
）

（
平
成
26
年
４
月
１
日
）

『
江
戸
東
京
野
菜
』を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
会
の
活
動
と
取
組
み
〜

　狭山セミナーハウス
　� かせいの森　　
　　　１F：食堂
　　　２F：セミナー室
　　　３F：学寮

平成25年度　公認サークル学長表彰（２/７開催）
　【団体表彰】
児童音楽研究会…　　文京区子育てひろば千石「親子であそぼう！」参加　他
太鼓サークル…　　　十条商店街「十條遊縁市」にて太鼓演奏　他
剣道部…　　　　　　第14回三大学女子剣道定期戦大会　優勝
チアリーディング部…東京都王子第二特別支援学校「十条まつり」参加　他

正門から見た1号館

　　東京家政大学
かせい森のおうち　　
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メニュー考案：小松佑綺�さん
ボランティア協力：�野中木乃実�さん

かまぼこの
イタリア風パフェ

木版摺更紗着物「景花」
鈴田滋人（人間国宝）�作

生絹着物「藤波揺影」
土屋順紀（人間国宝）�作

スタンプ４つで
オリジナルグッズを
プレゼント！

11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
丸
の
内
仲
通
り
周

辺
を
会
場
に
、
農
林
水
産
省
が

主
催
す
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー

ド
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本

の
食
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
場
と
し
て
、
企
業
や
地
方

自
治
体
な
ど
の
食
と
農
林
漁
業

に
関
わ
る
団
体
が
参
加
す
る
見

本
市
で
す
。
生
産
者
と
の
直
接

会
話
に
よ
り
、
消
費
者
の
国
産

食
材
や
農
業
に
関
す
る
興
味
喚

起
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や

フ
ジ
テ
レ
ビ
等
の
各
種
メ
デ
ィ

ア
で
広
く
取
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
日
本
の
食
を
支
え

る
企
業
の
協
賛
の
も
と
学
生
が

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
「
丸
の

内
学
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
い
う

企
画
に
参
加
し
、
か
ま
ぼ
こ
の

今
春
の
お
題

「
日
本
の
食
を
考
え
る
」

・
お
魚
食
べ
て
ま
す
か
？

・
お
か
ず
と
お
米
の
相
性
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
？

食
の
分
野
で
活
躍
す
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
２
人
が
取
り
組
ん

で
い
る
様
々
な
活
動
を
紹
介

し
、
和
食
の
知
恵
、
工
夫
、
習

慣
、
環
境
、
お
も
て
な
し
の
心

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
和

食
を
見
直
し
、
そ
の
伝
統
や
心

を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
取
り
入

れ
て
い
く
提
案
を
し
ま
す
。

特
別
企
画
講
演　

在
学
生
無
料

①
「
魚
か
ら
見
る
日
本
の
食
」

─
島
国
ニ
ッ
ポ
ン
は
何
を

�

食
べ
て
生
き
る
の
か
─

上
田
勝
彦（
水
産
庁 

研
究
指
導
課 

情
報
技
術
企
画
技
官
）

５
月
22
日
（
木
）
３
時
半
～

全
国
の
漁
村
を
行
脚
し
、
長

崎
の
漁
業
者
を
経
て
水
産
庁
に

入
庁
し
た
魚
の
伝
道
師
、
上
勝

「
た
く
み
」
と
は
、手
先
ま
た

は
道
具
を
使
っ
て
も
の
を
造
る

技
、
ま
た
そ
れ
を
業
と
す
る
人

を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
本
学

名
誉
教
授
の
見
藤
妙
子
先
生
よ

り
「
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
日

本
の
き
も
の
の
伝
統
工
芸
の
技

術
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お

気
持
ち
か
ら
、
30
年
に
わ
た
っ

て
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
を

中
心
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

伝
統
的
な
技
術
の
継
承
に
加

え
、
新
た
な
試
み
を
取
り
入
れ

な
が
ら
進
化
し
続
け
る
「
た
く

み
」
の
技
と
美
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

観
覧
無
料

場
　
所　

百
周
年
記
念
館
５
階

休
館
日　

日
曜
日

時
　
間　

９
時
30
分
～
17
時

博
物
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

企
画
展
、
常
設
展
、
ワ
ヤ
ン

の
実
演
等
に
参
加
し
て
ス
タ
ン

プ
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

さ
ん
。
魚
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
下
ご
し

ら
え
か
ら
手
軽
な
調
理
法
を
熱

い
ト
ー
ク
で
伝
授
し
ま
す
。

②
「
お
米
講
座
」

─
嗜
好
品
と
し
て
の
お
米
─

西
島
豊
造
（
５
つ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
★
★
★
★
★
）

６
月
５
日
（
木
）
３
時
半
～

お
米
に
は
、
お
料
理
に
合
わ

せ
て
品
種
を
選
ぶ
楽
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
産
地
を
回
る
こ
と
で

得
た
膨
大
な
知
識
か
ら
お
米
の

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に

多
数
出
演
さ
れ
て
い
る
西
島
さ

ん
が
米
品
種
の
選
び
方
を
提
案

し
、
炊
き
方
の
コ
ツ
を
実
践
し

ま
す
。
当
日
は
何
種
類
か
の
お

米
を
食
べ
比
べ
す
る
お
楽
し
み

付
で
す
。

就
活
に
オ
ス
ス
メ
の
公
開
講
座

■
秘
書
検
定
準
一
級
（
面
接
）

　

昨
年
度
の
合
格
率
１
０
０
％

秘
書
検
定
２
級
は
年
間
１
５

０
名
を
超
え
る
人
気
の
資
格
で

す
が
こ
こ
最
近
で
は
準
１
級
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方
が
増
え
多

く
の
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

合
格
率
の
高
さ
は
検
定
協
会
よ

り
毎
年
表
彰
さ
れ
て
お
り
、
実

績
の
あ
る
講
師
が
合
格
に
向
け

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

■
日
商
簿
記
３
級
対
策
講
座

業
種
を
問
わ
ず
実
用
性
が
あ

り
家
計
の
管
理
や
見
直
し
に
も

使
え
る
資
格
で
す
。
年
に
３
回

の
受
験
チ
ャ
ン
ス
と
学
習
期
間

が
比
較
的
短
い
た
め
人
気
で
す
。

■
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト

就
活
に
必
須
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

は
学
内
で
年
間
５
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
受
験
し
在

学
中
に
６
０
０
点
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
方

で
も
対
策
講
座
が
あ
り
ま
す
の

で
効
果
的
な
学
習
で
確
実
に
自

分
の
モ
ノ
に
で
き
ま
す
。

詳
細
は
４
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
〆
切
迫
る
４
月
30
日
ま
で

［
申
し
込
み
受
付
］

　

大
学
８
号
館
１
階（
事
務
室
）

老
舗
「
鈴
廣
蒲
鉾
株
式
会
社
」

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー

ス
を
出
展
。「
女
性
に
う
れ
し
い

か
ま
ぼ
こ
レ
シ
ピ
」
を
テ
ー
マ

に
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
レ
シ
ピ

か
ら
、
大
３
管
理
栄
養
士
専
攻

の
小
松
佑
綺
さ
ん
の
考
案
し
た

「
か
ま
ぼ
こ
の
イ
タ
リ
ア
風
パ

フ
ェ
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
も
試
食
さ
れ
、

「
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
で
き
る

ほ
ど
美
味
し
く
で
き
て
い
る
」

と
絶
賛
！
お
褒
め
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

『新年度気をつけたいこと　　　　　　
　　　　　　～春の出会いと5月病～』   　

農
林
水
産
省
主
催

「
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
に
出
展

「
新
し
い
取
組
み
」　

狭
山
校
舎
の
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
よ
り
、

入
間
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
入
間
市

武
蔵
野
農
業
推
進
協
議
会
）
が

農
林
水
産
省
委
託
（
都
市
農
村

共
生
・
対
流
総
合
対
策
交
付
金

事
業
）を
申
請
し
認
可
さ
れ
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー

が
協
力
す
る
に
当
り
学
生
に
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
フ
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
の
石
田
嗣
教
授
・
中
村
信

也
教
授
の
協
力
の
基
、
次
の
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

「
新
宿
御
苑
マ
ル
シ
ェ
」

ロ
ハ
ス
（
健
康
と
環
境
に
配

慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
イ

ベ
ン
ト
の
マ
ル
シ
ェ
ゾ
ー
ン
へ

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
農
作
物
を
出
店

参
加
し
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
栄
養

学
科
・
環
境
教
育
学
科
各
２
名

の
学
生
が
茶
娘
に
扮
し
て
参
加
。

「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン

 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
正
式
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
広
く
学
生
達
に
募

集
。
内
容
は
狭
山
茶
の
緑
色
と

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使

用
す
る
事
で
多
く
の
応
募
作
品

が
集
ま
り
、
優
勝
は
大
３
造
形

の
三
木
愛
子
さ
ん
。
準
優
勝
は

大
２
服
美
の
小
林
奈
央
さ
ん
。

特
別
賞
は
環
境
情
報
学
科
卒
業

生
の
伊
藤
由
希
さ
ん
が
受
賞
。

そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
石
田

教
授
に
作
成
し
て
頂
き
、
イ
ベ

ン
ト
に
て
着
用
し
て
い
ま
す
。

「
レ
シ
ピ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

地
元
農
業
の
振
興
と
未
来
の

た
め
に
、
地
域
の
特
産
品
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
を
募
集
。
多
く

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
主
な
レ

シ
ピ
を
大
４
栄
養
の
井
上
京
さ

ん
、
酒
井
悠
香
さ
ん
、
松
田
香

奈
さ
ん
が
調
理
し
、
作
品
を
イ

ベ
ン
ト
に
提
供
。
最
優
秀
賞
は

大
２
栄
養
の
宮
崎
志
保
さ
ん
、

優
秀
賞
は
大
４
栄
養
（
当
時
）

の
野
﨑
麻
依
さ
ん
、
大
４
栄
養

の
松
田
香
奈
さ
ん
、
山
本
紋
さ

ん
。
ど
の
作
品
も
好
評
。
現
在
、

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
「
ヘ
ル

シ
ー
３
種
の
ベ
ー
グ
ル
」
が
、

商
品
化
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

保健
センター4月になり、新年度がスタートしました。新入生のみなさん、ご入学おめで

とうございます。

4月は何か新しい事を始めたい！と思う時期です。様々な人との出会いや楽しい機会が増
えますが、少し気をつけておきたいこともあります。
☆　学外のサークルに誘われたけれど、宗教やマルチ商法などの勧誘だった。
☆　アルバイトを始めたけれど、深夜になり朝起きられない。
☆　知り合いに付きまとわれている（デートDV・ストーカー）。
☆　ネットで知り合った人に会おうと言われた、個人情報（画像含む）を送るよう迫られた。

【ひとりで悩まず、まずは家族や身近な人に相談しましょう。】

また、新年度になれてきた頃に、「なんとなく調子がおかしい…」という人がいます（い
わゆる五月病）。症状や調子の悪さは人それぞれです。
体に出る場合：夜眠れず朝起きられない、食欲がない、頭が痛い、だるい、めまいがする等
心に出る場合：やる気が出ない、イライラする、落ち込む、面倒くさくなる等
5月に調子が悪くなった人は、新生活に慣れようと一生懸命頑張ってきた人とも言えます。

まずは生活のリズムを整えて、自分のペースを取り戻しましょう。また、ストレスを解消す
る方法をいろいろ試してみるのもいいかもしれません。
それでも調子が悪かったり、長引いている場合は、早めに保健センターを訪ねてくださいね。

地
域
と
大
学
の
連
携

入
間
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
・
武
蔵
野
農
業
推
進
協
議
会
と
の
事
業
参
画

レシピ部門表彰式

ユニフォーム部門表彰式
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公
益
財
団
法
人
日
本
生
態
系

協
会
が
隔
年
で
開
催
し
て
い
る

「
全
国
学
校
・
園
庭
ビ
オ
ト
ー
プ

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３
」に
て
、

附
属
中
高
の
ビ
オ
ト
ー
プ
が

「
日
本
生
態
系
協
会
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。
本
校
の
ビ
オ
ト
ー

プ
は
平
成
12
年
、
中
高
の
新
校

舎
建
設
に
伴
っ
て
中
庭
に
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
生
徒
並

び
に
保
護
者
、
教
職
員
の
有
志

に
よ
り
引
き
継
が
れ
、
現
在
は

中
学
生
か
ら
な
る
ビ
オ
ト
ー
プ

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
管

理・維
持
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
庭
の
中
高
ビ
オ
ト
ー
プ
だ

け
で
は
な
く
学
園
全
体
を
ビ
オ

２
月
、
幼
稚
園
で
は
「
生
活

発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
の
時
期
は
ク
ラ
ス
事
に

異
な
り
ま
す
。
12
月
に
年
長
組

の
発
表
を
見
た
年
中
少
の
子
ど

も
達
は
「
今
度
は
僕
達
も
」
と
、

と
て
も
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
素
敵
な
歌
声
や
合
奏

が
お
遊
戯
室
い
っ
ぱ
い
に
響

き
、
年
少
組
は
、
友
達
と
ダ
ン

ス
を
し
た
り
、
年
中
組
の
劇
で

平
成
25
年
度
リ
サ
ー
チ
ウ
ィ
ー
ク

ス
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
実
施

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
リ

サ
ー
チ
ウ
ィ
ー
ク
ス
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
演

を
は
じ
め
、
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
、
様
々
な
方
法
で
教
職
員

の
公
開
発
表
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。
２
月
12
日
よ
り
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

教
員
の
研
究
発
表
、
各
部
署
か

ら
は
業
務
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
や
附
属
中
高
・
幼
稚
園

等
の
教
育
や
部
署
の
業
務
を
教

職
員
が
互
い
に
理
解
し
、
学
園

内
の
連
携
を
意
識
す
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学
交
換
留
学

「
長
期
留
学
奨
励
金
」
授
与

去
る
12
月
４
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

大
学
交
換
留
学
派
遣
学
生
へ
の

「
長
期
留
学
奨
励
金
」の
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
と
コ
ラ
ボ

「
う
ま
！
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
（
株
）

と
本
学
の
コ
ラ
ボ
企
画�

東
武
百
貨
店
と
コ
ラ
ボ「
紅
ホ
ッ

ペ
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
参
加

池
袋
東
武
百
貨
店
ス
パ
イ
ス

レ
ス
ト
ラ
ン
街
40
店
舗
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
紅
ほ
っ

ぺ
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
が
１
月

15
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
約

２
ケ
月
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ト
ー
プ
と
と
ら
え
、
学
園
に
お

け
る
セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
や
バ

タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
設
置
、

板
橋
区
の
花
で
あ
る
「
ニ
リ
ン

ソ
ウ
」
の
移
植
や
、
八
重
桜
を

用
い
た
桜
の
塩
漬
け
作
り
な

ど
、
多
様
な
活
動
は
地
域
で
も

評
価
さ
れ
て
お
り
、
女
子
中
高

と
し
て
は
全
国
唯
一
の
受
賞
校

と
な
り
ま
し
た
。

は
子
ど
も
達
の
楽
し
そ
う
な
様

子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

発
表
会
へ
の
取
り
組
み
を
通
し

て
ま
た
ひ
と
つ
成
長
し
、友
達
と

の
つ
な
が
り
も
、
よ
り
深
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

３
月
15
日

中
学
校　

第
67
期
卒
業
生　
　

�

１
０
８
人
（　

９
、
９
５
０
人
）　

高
等
学
校　

第
66
期
卒
業
生　

�

３
１
５
人
（
２
５
、
５
２
０
人
）

3
月
18
日

大
学
院
修
了
生��

３
０
人
（　
　
　

５
４
１
人
）　　
　
　
　
　
　

学
部
卒
業
生　
　
　
　
　

�
�

１
、
２
５
９
人
（
３
６
、
１
８
２
人
）

短
大
卒
業
生�

２
０
９
人
（
５
０
、
４
３
４
人
）

３
月
21
日

幼
稚
園　

第
61
回
修
了
児　
　

�

３
２
人
（　

２
、
０
１
９
人
）�

�

＊
（　
　

）
は
卒
業
生
の
累
計

高
等
学
校
は
3
月
13
日
、
中
学
校
は
３
月
15
日

に
実
施
。
大
学
院
・
大
学
・
短
大
の
学
位
授
与
式

は
3
月
18
日
に
、
保
護
者
席
の
十
分
な
確
保
と
安

全
面
を
考
慮
し
、
学
内
に
て
4
回
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。
幼
稚
園
は
3
月
21
日
に
実
施
し
ま
し

た
。大

学
（
狭
山
校
舎　

新
設
学
部
）
は
開
学
式
と

同
日
の
4
月
3
日
に
、
大
学
院
・
大
学
・
短
大
の

入
学
式
（
板
橋
校
舎
）
は
4
月
5
日
に
、
実
施
し

ま
し
た
。
保
育
所
（
狭
山
校
舎
新
設
）
は
4
月
6

日
に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
は
4
月
8
日
に
、
幼

稚
園
は
4
月
12
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

渡辺学園の奨学金について
�　本学学生の修学に資するための主な奨学金は、下記一覧のとおりです。緑窓会をはじめ篤志家の方々のご寄
付により、基金としてその果実を給付しておりますのでご活用ください。詳細につきましては、「平成26年度学
生便覧」をご参照ください。
　　　　（新入生成績優秀者奨学金以外の奨学金についてのお問い合わせ先　教育・学生支援センター）
　　　　（新入生成績優秀者奨学金についてのお問い合わせ先　進路支援センター）�

奨学金名 内　容 平成25年度採用者

渡辺学園奨学金 学園独自の基金による 大4年生　1名　�短1年生　1名
大1年生　3名

緑窓会奨学金 東京家政大学同窓会（緑窓会）の寄付金による 大2年生　6名　�短2年生　1名
大1年生　3名　�短1年生　1名

東京家政大学130周年
記念特別奨学金 東京家政大学同窓会（緑窓会）の寄付金による 大1年生　8名

短1年生　2名
松井正子奨励金

（大学4年生で本学大学院
に進学する予定の者対象）

東京女子専門学校（現：東京家政大学）
昭和19年９月裁縫家事科卒業生　本学名誉教授　松井
正子氏の基金による

大4年生　2名

新入生成績優秀者奨学金 学園独自の基金による 新入生14名

在学生特待生奨学金 学園独自の基金による
大4年生　13名�　短2年生�3名
大3年生　14名
大2年生　19名

遠藤奨学金 東京女子専門学校（現：東京家政大学）
大正13年卒業生　遠藤テイ氏の基金による

大3年生　1名
短1年生　1名

鶴田奨学金 東京女子専門学校（現：東京家政大学）
大正11年卒業生　鶴田冨美子氏の基金による 大2年生　1名

相原奨学金 東京女子専門学校（現：東京家政大学）
大正15年卒業生　相原久仁氏の基金による 大1年生　1名

青木奨学金 東京家政大学第２代学長
青木誠四郎氏の基金による 大3年生　1名

木曽山奨学金
東京女子専門学校（現：東京家政大学）
昭和12年卒業生　本学名誉教授　木曽山かね氏の基金
による

短1年生　2名

齋藤奨学金
（栄養学科、栄養科）

東京家政大学家政学部生活科学科　昭和31年３月卒業生
本学名誉教授　齋藤禮子氏の基金による 大1年生　1名

三木奨学金
（留学生対象）

東京女子専門学校（現：東京家政大学）
大正14年卒業生　本学名誉教授　三木テイ氏の基金による

大3年生　1名
大2年生　1名　

松井・ト部奨学金
（留学生対象）

東京女子専門学校（現：東京家政大学）
昭和19年９月の裁縫家事科卒業生　本学名誉教授
松井正子氏、本学名誉教授　ト部澄子氏の基金による

大1年生　1名

高橋奨学金
（主として留学生対象）

学校法人渡辺学園第４代理事長
高橋敬三氏の基金による 大1年生　1名

中地・阿部奨学金
（児童学科3年・児童教育学
科3年、保育科１年対象）

東京家政大学家政学部生活科学科
昭和28年３月卒業生　本学元教授　中地万里子氏、
本学名誉教授　阿部明子氏の基金による

大3年生　2名
短1年生　2名

土居奨学金 東京家政大学家政学部生活科学科　昭和38年３月卒業生
本学名誉教授　土居則子氏の基金による

大1年生　1名
短1年生　21

後援会奨学金　　　　　　　　　　
（留学生1名を含む）

東京家政大学・東京家政大学短期大学部後援会の寄付
金による

各学年・学科・科・
専攻各1名（計49名）

石川梅子（むめ）奨学金
（服飾美術学科１名含む）

東京裁縫女学校（現：東京家政大学）明治40年卒業生
石川梅子（むめ）氏のご息女　石川好子氏の基金によ
る

大3年生　1名�　大1年生�3名
大2年生　1名�　短1年生�3名

派
遣
学
生
は
大
４
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
今

井
の
ぞ
み
さ
ん
。
授
与
式
で
清

水
理
事
長
と
木
元
前
学
長
か
ら

激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
今
井
さ

ん
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

様
々
な
人
や
文
化
に
出
会
い
、

自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

「
う
ま
！
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ

れ
、
受
賞
し
た
３
名
の
レ
シ
ピ

が
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
（
株
）

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
大
生
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
使
い
方
だ
と
、
大

変
好
評
で
し
た
。

ま
し
た
。

本
学
を
含
む
４
大
学
の
栄
養

学
を
学
ぶ
女
子
大
生
が
、
静
岡

県
の
名
産
品
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
を

使
っ
た
苺
ス
イ
ー
ツ
を
レ
ス
ト

ラ
ン
と
協
同
で
開
発
。
12
月
20

日
に
は
フ
ェ
ア
に
先
立
ち
マ
ス

コ
ミ
対
象
の
発
表
会
が
行
わ

れ
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て

学
生
が
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

よりよい交通マナーは、
一人ひとりの思いやり・

心がけから!!
通学路のマナー改善〈交通ルール６条〉
決して、難しいことではありません！利用する一
人ひとりが意識を変えて、マナー改善。

１．横に広がらず右側通行で、一般通行者の邪
魔にならないように心がける

２．大声で話さない！住民の方に迷惑です
３．踏切の遮断機が下がり始めたら、踏切を横

断しない
４．横断歩道の信号無視はしない
５．携帯電話を利用しながら 

歩かない
６．歩きながら飲食をしない

中
学
校
・
高
等
学
校

多彩な活動が見事評価され受賞！劇「おおかみと7匹のこやぎ」

パネル展示130枚の他、映
像・実物の展示・グッズの
展示など、多彩な発表が行
われた(多目的ホール)

　授与式後の記念撮影
� 後列中央が今井さん　

マスコミ対象発表の様子

短
３
栄
養�

落
合
節
子
さ
ん

【社長賞】
厚揚げの生姜焼き風

大
２
管
士�

加
藤
由
美
さ
ん

【ブルドック賞】
うまソースチョコフレンチ

大
４
管
士�

中
江
智
英
子
さ
ん

【学長賞】
ねぎときのこのからみもち

平
成
26
年
度 

各
学
校
の

　
　
　
　
　
　 

入
学
式
・
入
園
式

平
成
25
年
度 

各
学
校
の

卒
業
式
・
学
位
授
与
式
・
修
了
式

http://www.bulldog.
co.jp/special/contest/

+KaseiPress65.indd   4 14/03/31   16:02


